
 

 

 

 

 

 

令和２年７月２９日（水） 

第７回定例教育委員会会議録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

我孫子市教育委員会 



１．招集日時     令和２年７月２９日（水）午後２時 

２．招集場所     教育委員会 大会議室 

３．出席委員     教育長  倉部 俊治   委 員  長谷川浩子 

           委 員  足立 俊弘   委 員  蒲田 知子 

           委 員  村松 弘康 

４．欠席委員     な  し 

５．出席事務局職員 

  教育総務部長  丸  智 彦   生涯学習部長兼鳥の博物館長  木下登志子 

  生涯学習部次長兼公民館長兼生涯学習センター長兼生涯学習課長  菊地  統 

生涯学習部参事兼文化・スポーツ課長                     小林由紀夫 

  総務課長    森 田 康 宏      学校教育課長   鈴木与志実 

  指導課長兼小中一貫推進室長兼少年センター長       戸塚美由紀 

教育研究所長   遠藤 美香           図書館長         宇賀神修 

６．欠席事務局職員  な  し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1 

午後２時００分開会 

○倉部教育長 ただいまから令和２年第７回定例教育委員会を開会いたします。 

 

会議録署名委員指名 

○倉部教育長 日程第１、我孫子市教育委員会会議規則第３１条の規定により、

会議録署名委員を指名します。足立委員にお願いします。

 

諸  報  告 

○倉部教育長 日程第２、諸報告を議題とします。 

 まず初めに、新型コロナウイルス感染症に関する学校の対応について、報告

をお願いします。 

○丸教育総務部長 新型コロナウイルス感染症対応等について、６点説明をさ

せていただきます。 

 まず１点目として、修学旅行及び林間学校の中止についてです。教育委員会

及び校長会で何度も話をしておりまして、とにかく子どもたちを何としても行

かせてあげたいという気持ちで取り組んでまいりました。その中で旅行業者の

取組や受け入れ先である京都市などの態勢等を踏まえ、感染症対策等は万全に

なりつつあるということで、実施する方向で考えていたところでした。しかし、

中止となってしまった理由として、１つ目は、６月の下旬ごろから保護者の通

勤圏である東京から感染者が増えてきたことです。子どもたちの生活圏という

のは狭く、実際に新型コロナウイルス感染症に罹患するのは、家族からの感染

が一番懸念されるのではないかと考えています。そこで、保護者の通勤圏から

感染者が多くなったということが一つの大きな理由です。 

 ２つ目は、もし子どもたちが修学旅行や林間学校に行く前に罹患してしまっ

たとき、その際に該当の子の精神的な痛手というのは大変大きく、フォローす
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ることが難しいということ、これが２点目です。この２点の理由から、本当に

苦渋の決断ではありますが、中止ということで、６月３０日付で保護者に通知

を出しました。 

 もうしばらく様子を見てもいいのではないかという話もあったのですが、中

学校では８月２４日から修学旅行が予定されており、グループでの行動計画等

を決める段階でした。その辺を考えると、今が決断する時期だということで中

止を決定しました。その後、各校の校長から子どもたちへ報告しました。子ど

もたちは落胆していましたが、現状を考えたら仕方がないということで、一定

の理解は得られたのではないかと思います。保護者からの連絡など、大きな混

乱はありませんでした。なお、代替の行事については、現在各校とも検討中で

す。実際に、学校によっては、学校内でキャンプファイヤーをやってみようと

か、肝試しをやろうとか、そんなことを今子どもたちとともに考えているとい

うところです。 

 続きまして、２点目です。７月１日付現在の登校状況を指導課で調査しまし

た。初めに新型コロナウイルス感染症を理由に学校を休んでいる子どもの数は、

小学校で５名、中学校はいませんでした。理由は、母親が病気にかかっていて、

もしコロナウイルス感染症に罹患してしまうと、もっと大きな病気になってし

まうということで子どもを休ませる、これが２件。それから、子ども自身の病

気があるので、一応入院をさせるということで１件。あとは罹患することが心

配ということで２件です。トータル５件となっています。 

 今週１週間で１学期は終了しますが、感染者が増加している現状で、学校に

よっては「今週１週間は学校を休みます」という子どもに関しても、かなり数

が多くなってきたようです。 

 次に、欠席はしていないが、長期の臨時休校などから登校を渋る子どもの数

です。小学校で４０名、中学校１０名、計５０名が登校を嫌がっています。学
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校には来ますが、そういった気持ちの子どもがたくさんいます。理由は、母親

から離れられない、学校の生活時間に対応できない、対応としては、保護者と

の連携を密にして、子どもたちに無理強いをしないように徐々に進めていくよ

うな形をとっています。これに関しては、少しずつ改善をしていると聞いてお

ります。 

 ３点目、学習状況についてです。小学校の主要４教科、中学校の主要５教科

に関しては、通常の進度からは遅れていますが、内容については、「順調に進

めています」と聞いております。 

 令和２年度は、４月６日、７日の２日間の登校をした後に、長期の臨時休業

という形になりました。この臨時休業によって、３４日分の授業日数が減とな

っています。その対策として、夏季休業で１４日分、冬季休業で２日分、県民

の日を登校することによって１日分足して、トータル１７日分は授業日数を確

保しました。委員の皆様にはお伝えしましたが、学年に応じて５時間目とか６

時間目とか、７時間目とか、そういう時間を設定することで１コマの追加によ

る補充授業を行うことで、年間を通して７日から１０日程度が確保できます。 

 あとは運動会、体育祭、文化祭、歌声発表会などの学校行事の練習時間の縮

減や学校行事を合わせて開催するなどにより、３日から５日程度が確保できる

だろうと考えております。 

 さらに、学習活動の重点化です。練習問題等に関しては、なるべく家庭学習

という形にして、学校内でしかできない学習活動に重点を絞り、不足分の授業

日数を補っていくことにしています。 

 何よりも授業というのは、子どもたちのために行うものです。子どもたちが

授業を通して、理解できたとか、勉強して楽しいとか、そういったものでなけ

れば授業としては成立しないというふうに考えております。 

今までの経験則にない生活を強いられている中で、教職員も本当に創意工
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夫しながら授業を行っていますが、授業は、子どもたちのためにあるのだとい

うことを基本に、今後も進めていくよう、教育委員会として支援していきたい

と思っています。 

 ４点目は、夏季休業についてです。通常は７月２１日から８月３１日です。

今年度は、８月１日から８月２０日までの２０日間、例年の半分程度という形

になっております。したがって、夏休みの課題は、かなり削減しています。あ

る学校では、夏休みのドリル関係が１冊だけです。もっとできる子は、理科や

ポスター制作や図工関係の課題をやるということで、かなり削減しています。

子どもたちや教職員に少しゆっくりしてほしいと思う反面、子どもたちは、長

い臨時休業から学校が始まって、学校の生活リズムに慣れてきたところでの夏

休みなので、生活リズムに関しては、各学校から子どもたちに十分指導してい

ます。この２０日間が、事件・事故のない夏休みになるよう、事前指導を徹底

していきたいと思っております。 

 ５点目、令和２年度の第２学期についてです。通常は、９月１日から１２月

２３日が２学期の期間です。今年度は、８月２１日から１２月２４日としまし

た。なお、通知表に関して、我孫子市は３学期制を敷いているのですが、今年

度はなかなか厳しいところがあります。したがって、中学校３年生を除く学年

では、１０月と３月に評価を行います。通知表は、１０月と３月の２回となり

ます。中学校３年生は受験を控えていますので、３学期制と同じように、３回

という形にしています。中学校の通知表を渡す時期は、１０月１日か２日と予

定していますが、多少ずれることがありますので、御了承ください。お願いい

たします。 

 最後に、今後の学校行事についてです。条件がきちんとそろわなかったら、

中止もやむを得ないと思っています。本来、２学期は、行事がめじろ押し、運

動会、体育祭から始まってマラソン大会で終わるとか、そういった形で行事多
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くありますが、今年度は、中止や規模縮小がほとんどです。本当に子どもたち

には、悲しい思いをさせてしまうと心を痛めているところです。ただ、それに

代わる行事を行うことで、子どもたちに達成感を味あわせてあげたいと思って

おります。各学校とも工夫を凝らした思い出に残る形にしたいと、子どもちと

ともに考えながら検討しているところです。以上、感染症対応についてです。

以上です。 

○倉部教育長 ありがとうございました。以上で報告が終わりました。 

 ただいまの報告について御質疑あるいはご意見等があれば挙手をお願いしま

す。―よろしいでしょうか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○倉部教育長 ないようですので、報告に対する質疑を打ち切ります。 

 続きまして、ヤング手賀沼の取組について報告をお願いします。 

○遠藤教育研究所長 ヤング手賀沼について、報告します。７月８日の朝５時

ぐらいに、建物の漏水のため、機械整備のセンサーが壊れてしまったので、セ

ンサーを取り外していいかどうか警備会社から連絡がありました。その後、す

ぐに部長に連絡し、ヤング手賀沼に向かったところ、２階から１階にかけて、

コホミン側の壁に雨漏りがひどく、そちら側の壁に電気系統が全部重なってい

るため、警備会社からも、「このまま使っていると漏電を起こして火事にな

る」と言われました。そこで、その日は、ヤング手賀沼をお休みにさせていた

だいて、今後どうするか検討し、対応させていただきました。 

 現在、ヤング手賀沼は、コホミンの調理室と第一学習室を借りて、１学期間

はそこで活動していただこうということになっています。視察に行ったら、子

どもたちもいい顔で活動していました。また、調理室は、中からではなく、後

ろから入れるように工夫してくださっていました。参加人数は、今のところ、

以前と変わらず、みんな参加しています。 
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 ２学期からについてですが、教育長や部長とも相談しまして、コホミンを使

う団体さん等もいるため継続して同じ場所を使えないので、文化・スポーツ課

と協議をした上で、団体さんにも協力していただいて、地域交流教室を１か所

開けていただきました。２学期は、教育研究所の下で、ヤング手賀沼を開催さ

せていただくという状況になっています。以上です。 

○倉部教育長 ありがとうございました。建物の漏水で、突然、部屋が使用で

きない状況になってしまったのですが、今、ヤング手賀沼は非常に機能してお

り、子どもたちの避難所として、とても大事な場所ですので、引き続き活動す

るための工夫をしています。こういったことを含めて、今後、ヤング手賀沼は

どういうふうに活動していくか、考える機会だと思いますので、年度を通じて、

今後に向けた検討をしていきたいと思っています。 

 ただいまの報告について何かご質疑、ご意見等ありますでしょうか。よろし

いですか。 

○蒲田委員 利用しているお子さんの数が減っていないということを聞いて、

とても安心しています。場所が移ったことにより、不安になったりして、やめ

ようかなという子どもたちが出ていないか心配したのですが、それでも行ける

場所があることが、とてもよかったと思います。また場所が移動するとどうな

るか分からないのですが、子どもたちの居場所の確保に力を注いでいただきた

いと思っています。よろしくお願いいたします。 

○倉部教育長 ご意見ということでよろしいですか。ほかによろしいでしょう

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○倉部教育長 ないようですので、ただいまの報告に対する質疑を打ち切りま

す。 

次に、事前に配付された事務報告、事務進行予定資料等に補足する説明等
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はありますでしょうか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○倉部教育長 特にないようですので、これより事務報告に対する質疑に入り

ます。事務報告に対する質問等がございましたら挙手をお願いします。いかが

でしょうか。 

 こういう状況ですので、通常に比べて事業数が非常に減っておりますが、や

れるものについては工夫しながら、それぞれの担当で代えさせていただいてい

ます。特によろしいですか。 

今机上に配付されている志賀直哉展のパンフレットをご覧ください。先日、

副市長と一緒に志賀直哉展、それから杉村楚人冠記念館、この発表を見に行き

ました。「志賀直哉展－山田家コレクションを中心に－」志賀直哉の子孫であ

る山田家寄贈資料の展示ということで、本当はもっと早くからご報告し、見て

いただける準備をしていたのですが、ようやく視察することができました。大

変おもしろいです。いつもおもしろいのですが、何が一番おもしろいかという

と、学芸員の話が一番おもしろい。ですから学芸員の話を聞けるような形で、

ぜひぜひ皆さんに行ってほしいです。今回の志賀直哉展で山田家からいただい

たものの中で何がおもしろいかというと、たくさんの写真です。ふだん見られ

ないような写真が非常に多いです。なおかつ、山田家というのは志賀家との関

わりもありますが、実は大久保利通とか、ビッグネームの家系ともいろいろな

縁続きでして、そういうつながりがよく分かるような展示になっています。で

すから白樺だけではない、いろいろな興味を広げるような展示になっています

ので、よろしければぜひ行ってくださいというのが私の素直な気持ちです。

「楚人冠と湖畔吟社」は、逆に言うと市内に関わった人たちとの展示になって

いますので、ふだんとは違う展示だと思います。もっと身近に感じながら、見

られると思いますので、これについてもぜひぜひお願いします。 
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 実は、山田家の資料は、今後もっと増える可能性があります。学芸員が非常

に活躍していて、山田家の方との信頼を得ておりますので、場合によっては寄

贈ということが増えています。それで心配なのは、今の段階では、展示するス

ペースが少ないことです。今後、白樺文学館をリニューアルしたいという計画

はあるのですが、その辺がなかなかできませんので、今、生涯学習課で計画が

できるとすれば、今回、山下清展がアビスタ２階全てを使って実施するという

方法をとるのですが、今後、この白樺に関わる展示物も、できれば年に１回ぐ

らいアビスタを開放して実施するというように工夫できたらよいと思います。

その辺についての考え方を菊地センター長に聞いてみましょうか。どうでしょ

うか。 

○菊地生涯学習センター長 アビスタのギャラリーは、ガラスで展示できると

ころが数か所あります。大きく言えば、ガラスケースの中で安全に保管できる

場所については、３か所あります。それから壁に貼れるようなスペースなども

ありますので、そういったところを活用させていただければと考えています。 

 １１月から１２月にかけて実施する山下清展につきましても、そういった工

夫をして、市民の皆さんに見ていただくような場所として、ギャラリーを開放

する予定です。生涯学習センターアビスタとしては、生涯学習施設としてコラ

ボをしながら、鳥の博物館や白樺文学館、杉村楚人冠記念館など、いろいろな

ところとコラボして皆さんに見ていただけるような場所を今後設置していきた

いと考えております。 

○倉部教育長 ぜひよろしくお願いします。アビスタでやることによって、市

民図書館の書籍類とのコラボレーションもできますので、通常の単なる展示だ

けではなく、我孫子市の生涯学習部の力というものをぜひぜひ見せていただけ

れば幸いです。今後よろしくお願いします。 

○菊地生涯学習センター長 分かりました。 
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○倉部教育長 ほかに事務報告についていかがでしょうか。よろしいですか。 

○蒲田委員 杉村楚人冠記念館に行ってきたのですが、ソーシャルディスタン

スを取れるよう和室入室時の工夫やタブレットの使用中止など、お客様の安心

を得るための工夫がされていることがよく分かりました。様々な対策が取られ

ていることを知ってもらうことも大事だと思いました。 

 鳥の博物館に行きましても、２メートル３０センチぐらいの翼を広げたアホ

ウドリのシルエットや高さのあるダチョウなどがあり、ソーシャルディスタン

スを意識できるような、鳥の博物館ならでは工夫をしていると感じました。そ

れがおもしろいと子どもたちが見ていましたので、小さな工夫ですが、皆さん

に安心して来てもらって、おもしろいと思ってもらえるように、これからも続

けてほしいと思いました。ありがとうございます。 

○倉部教育長 ご意見ということでよろしいですか。私も鳥の博物館に行きま

したが、あの２メートルはいいですね。動物の体によって距離が分かるという

工夫はとてもよかったと思いますので、さりげない工夫だと思います。ありが

とうございました。 

ほかによろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○倉部教育長 ないようですので、事務報告に対する質疑を打ち切ります。 

次に、事務進行予定についてご質問があれば挙手をお願いします。いかが

でしょうか。 

○蒲田委員 ９ページ、事務進行予定、「テーマトーク」が今回８月もオンラ

インで実施となっています。７月分の事務報告はこれからになると思いますが、

私が７月テーマトークをオンラインで見たときに、１７０人を超えるような人

数の方たちがオンラインで参加しているのを見て、通常だと、多くても５０人

しか入らないようなところですが、オンラインでそれだけの人数の方が参加で
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きたのは、コロナウイルス感染症対策のおかげだと思っています。ふだん来ら

れないような遠方にお住まいの方も見ることができて、「鳥の博物館って、こ

んなことをしていておもしろいな」と思ってもらうためのすごくよい機会だっ

たと思います。 

 また山階鳥類研究所と共催ということで、鳥の博物館の学芸員と山階鳥類研

究所が協力し、役割分担を明確にしていて、とてもよい企画だったと思います。

次は山階鳥類研究所の方が講師ということですが、このような楽しい企画を実

施していることを知ってもらうチャンスだと思います。こういうときだからこ

そ、違う形でＰＲをして、おもしろいな、また行こうかなと思ってもらえる企

画をいろいろ考えていただきたいと思いました。 

○木下鳥の博物館長 ご参加ありがとうございます。ＺＯＯＭで実施したので

すが、当日は２００人を超える登録者があり、最大１７７人が見ていました。

今まで参加したいが、ちょっと行くのが遠いというようなお声もいただいてい

ましたので、お話にありましたように遠方の方にも参加してもらう良い機会に

なりました。今までとは違った意味でのアピールにもなったのではないかと思

います。 

 今回、私も見ていたのですが、おもしろいと思ったのは、司会進行が山階鳥

類研究所で、発表は鳥の博物館の主任学芸員、チャットも使いながら、ライブ

で「これはどういう意味でしょう」とか「ここはどうなのですか」というご意

見がずっと出るのですが、それを司会進行役が集計して、発表が終わった後に

「ではご意見について答えていきます」という形式を取ったので、効率的でよ

かったです。それから皆さんからいろいろなご意見が出たので、通常だったら

４５分で終わるのですが、２０分ぐらいオーバーして大盛況でした。オンライ

ン開催のやり方としてもいろいろ学ぶところ、得るところが多かったと思いま

す。手法も含めて、今回こんなに多くの方が参加してくださったので、８月は
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さらに工夫できるように現在検討しているところですので、８月も多くの方に

ご参加いただけるようにしたいと思っています。ありがとうございます。 

○倉部教育長 ほかにいかがでしょうか。事務進行についてよろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○倉部教育長 ないものと認めます。事務進行予定に対する質疑を打ち切りま

す。 

 次に教育事業全般について、ご質問あるいはご意見等があればお願いします。 

 教育事業全般といいますと、最初に報告のありましたコロナウイルス対策が

一番喫緊の課題であり、最大の問題点かなと思っています。先ほどの報告にあ

るとおり、それぞれの学校等の現場でも、それから生涯学習の施設の中でも工

夫をしながら対応を取っておりますので、これについてはしっかり教育委員会

として見守っていきたいなと思っております。 

 ほかに特によろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○倉部教育長 ないものと認めます。以上で諸報告に対する質疑を打ち切りま

す。 

 

○倉部教育長 ただいま事務局より追加議案が提出されました。追加議案につ

いては日程に追加し、直ちに議題としたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○倉部教育長 御異議ないものと認めます。 

 

追加議案第１号 

○倉部教育長 追加議案第１号、ＧＩＧＡスクール構想タブレット型端末第１

次購入契約の締結について、事務局の説明を求めます。 
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○戸塚指導課長 ＧＩＧＡスクール構想タブレット型端末第１次購入契約の締

結についてです。提案理由ですが、ＧＩＧＡスクール構想タブレット型端末第

１次購入契約の締結に向け、議会に上程されるよう、市長に依頼するものです。 

 今回、市内の小中学校にタブレット型端末を２，１５７台購入することにな

ります。契約の相手は大塚商会となっております。よろしくお願いいたします。 

○倉部教育長 ありがとうございました。以上で説明が終わりました。質疑が

あれば挙手をお願いします。特によろしいでしょうか。 

 当初は、ちゃんと入札、落札という形が取れるかどうか心配していたのです

が、幸いなことに数社が参加をして、大塚商会が落札、業者が決まりました。

あとは正式な契約が終わった後、予定どおりに納入されるかどうかという心配

はあるのですが、極力それについてはしっかりとできるような形で進めてまい

りたいと思っています。 

 特に質問がないようですので、議案に対する質疑を打ち切ります。 

 

○倉部教育長 これより採決いたします。 

 追加議案第１号、ＧＩＧＡスクール構想タブレット型端末第１次購入契約の

締結について、原案に賛成の委員は挙手をお願いします。 

（賛成者挙手） 

○倉部教育長 挙手全員と認めます。よって追加議案第１号は可決されました。 

 

○倉部教育長 続きまして、追加議案第２号、令和３年度使用小・中学校用教

科用図書、文部科学省著作教科書、拡大教科書及び学校教育法附則第９条の規

定による教科用図書の採択については秘密会とすることを発議しますが、御異

議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 



13 

○倉部教育長 御異議ないものと認めます。よって追加議案第２号の審査は秘

密会とすることに決定されました。関係者以外の職員及び傍聴者の皆さんの退

席をお願いします。 

（関係者以外退席） 

 

 

 

 

 

 

 


